B5用紙

（個人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告　赤石　　　）　

	山（山域・ルート）鬼怒沼山


【日時】１７年７月２１日（木）～　７月２２日（金）（１泊２日）　

【メンバー】

田中、赤石（計　２　名）

【行動記録】

７／２１　大宮（１１：００）－白岡（１１：５５）－宇都宮（１３：３０）－女夫淵温泉（１６：５０）

　　　　　就寝（２２：００）
７／２２　起床（４：００）、　女夫淵出発(４：３０)－八丁の湯(５：３５)－丸沼分岐(６：４０)－オロオソロシ滝展望台（６：５５～７：２０）－避難小屋(８：４０～９：００)－鬼怒沼山(９：３０～４０)－丸沼分岐(１１：２０)－八丁の湯(１１：５０)－夫婦淵温泉（１２：５５～１３：５０）－宇都宮(１６：５５)－白岡(１９：００)－大宮（１９：５０）
上り　５時間　下り　３時間
【装備・食料等】

　　共同：テント、シュラフ、テントマット、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　個人：日帰り夏山装備、図鑑、帰りの入浴用具　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　植物観察が目的でいってきました。途中、栗山村役場近くで早めの夕飯にそばを食べ、女夫淵温泉駐車場でテントを張る。早速付近の植物を探ると、咲いているのはキツリフネだけ。でも久しぶりに見たので嬉しかった。夜は快適で、４日前はナルミズから、本日は夜勤明けで数日睡眠不足が続いており、よく眠れる。

　翌朝、すぐ奥の奥鬼怒自然研究路が崖崩れの為通行止めで奥鬼怒林道へ迂回するようの標識。林道を数曲り登り、仮歩道が川原まで急降する。秋の紅葉が目に浮かぶほどのカエデ類が多い。本来の歩道に合流してから、キツリフネの終わりかけの群生がチラホラでてくる。トリアシショウマ、ヨツバヒヨドリ。オトギリソウの仲間。日光沢温泉まではアカソの葉がびっしりだが、そこから先はカメバヒキオコシの葉がびっしり。アスナロの木がポツポツ、ウラジロモミ、クロベ。天気はすっきりしないが暑くなく登りやすい。

八時半緩やかになってきたと思ったら、うっすら靄がかりの湿原が開ける。早速コバイケイソウ、キンコウカ、ワタスゲ、そしてなぜかもう終わって名の通りになってしまっているチングルマがたっくさん。準じて所々にサワラン、ツルコケモモ、ヒメシャクナゲ。この３種は拝むの初めてだ。あとどうしても分からないリンドウがあったが後に調べてみるとホロムイリンドウではと思う。湿原の水はよく澄んでいて風なくどこまでも静かに黒い。ちょっとコップに掬い覗き込むと泥粒でうっすらと黒ずんでいる。飲んでみると独特のノラリとしたミネラルの多そうな味と舌触り。決しておいしくはない。

避難小屋で休憩し小腹を満たす。Ｔ氏より大きなフルーツゼリーご馳走になる。ここから鬼怒沼山へはぬかるみが多いが明瞭な道が続いている。ゴゼンタチバナが所々、一箇所オサバグサの群れ。山頂までは踏み後がはっきり。帰りに湿原で別の道を行くと、モウセンゴケの群れと、ホソバキソチドリがチラホラ。休みなくいっきに下る。川原沿いでゲンノショウコ。若いウリハダカエデの枝振りが歩道を横切るようにはみ出てくるのが特徴だと分かる。女夫淵温泉で入浴だけ、アブが飛び回っており、警戒したがしつこく追われてあっという間に腰を刺されてしまう。数日傷む。役場前で別の蕎麦屋、ボリュームあるそば定食、ご飯は山椒との炊き込みで美味だった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
